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当初予算当初予算 一般会計　99億8,430万円
３月会議

（令和 7 年度との比較　22 億７,000 万円の増額）

　３月会議が２月27日～３月19日までの21日間の日程
で開会されました。
　今回の会議では、令和７年度一般会計（２億9,116
万円減額の84億9,182万円）と５つの特別会計、２つの
企業会計の補正予算に加え、工事請負契約変更３件、
財産の無償貸付２件、条例改正等２件を採択しました。
　また、令和８年度の一般会計当初予算を賛成多数で、
国民健康保険事業特別会計など５つの特別会計と水道
事業・下水道事業の企業会計を全会一致で可決しまし
た。その他、特用林産物出荷加工センターの利用料金
改定の条例改正や観光施設等の指定管理者の選定、固
定資産評価委員会委員と監査委員の選任に同意、過疎
地域持続発展計画の策定を可決しました。
　令和８年度当初予算の提案にあたり、町長の施政方
針に続き予算審査特別委員会に付託され、４日間の審
査を実施しました。一般会計当初予算は、前年度当初
予算比較で22億7,000万円の増額になりましたが、主

に肝属郡医師会立病院再整備建替工事に16億493万
円、神山小学校屋内運動場建替工事に10億４,329万円
が計上された予算です。
　また、新規事業として、男女共同参画基本計画や地
域福祉計画、防災マップ等の各種計画改定や機能別消
防分団の設立、特定地域づくり事業協同組合支援事業、
ホームページのリニューアル、介護タクシー通院等助
成事業、高校生みらい応援給付金事業、サツマイモ基
腐病排水対策事業、道路作業用重機（バックホー）購入
事業、公共施設予約システム導入事業など、町民生活
に直結する多くの予算について、今回から各議案に対
する議員間討議を実施したのち原案どおり可決しまし
た。
　主な事業や予算委員会での審議内容については次項
に掲載します。

（注意：万円単位で記載しているため、合計金額が合致しません

のでご了承ください。）

（単位：万円）

歳　　　　　入 比　率（%）
地 方 交 付 税 364,361 36.5
町 債 267,720 26.8
繰 入 金 115,685 11.6
県 支 出 金 70,894 7.1
国 庫 支 出 金 68,526 6.9
町 税 52,806 5.3
そ の 他（16 項 目 ） 58,435 5.8

合　　計 998,430 100

【特別会計】　 （単位：万円） （単位：万円）

国 民 健 康 保 険 事 業 114,130 
水 道 事 業

収 益 的 支 出 28,691
診 療 所 事 業 13,158 資 本 的 支 出 10,188
介 護 保 険（ 保 険 勘 定 ） 118,922 

下 水 道 事 業
収 益 的 支 出 5,509

介護保険（サービス勘定） 1,999 資 本 的 支 出 1,121
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 15,874 令和8年度　町の全体予算額 1,308,025
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過去最大規模過去最大規模のの
投 資 的 経 費 が 大 幅 増

義務的経費とは？
・�地方公共団体や国の歳出のうち、法令や規則で支出

が義務付けられており、予算上任意に削減すること
が難しい経費を指します。このため財政が厳しい場
合であっても削減が困難であり、自治体の財政運営
において重要な位置を占め義務的経費が増加すると
歳出の裁量や選択の余地が制約され、自由に使える
財源が減少し財政の硬直化につながる要素を含んだ
経費です。

投資的経費とは？
・�長期的な収益や資本形成を目的として支出され、将

来にわたり効果が見込める費用のことです。�  
具体的には、道路・橋・公園・学校・公営住宅など
の社会資本の整備に必要な費用が代表例です。

（単位：万円）

歳　　　　出 比　率（%）

義
務
的
経
費

人 件 費 134,473 13.5
扶 助 費 98,290 9.8
公 債 費 117,572 11.8

（小　　計） 350,335 35.1

投
資
的
経
費

普通建設事業費 310,562 31.1
災害復旧事業費 6,578 0.7

（小　　計） 317,140 31.8

そ
の
他
の
経
費

物 件 費 138,248 13.8
維 持 補 修 費 14,172 1.4
補 助 費 等 125,750 12.6
積 立 金 5,044 0.5
繰 出 金 47,238 4.7

（小　　計） 330,453 33.1
予 備 費 500 0.1

合　　計 998,430 100

肝属郡医師会立病院再整備事業
16億 493万円

※令和8年度支払額
　　本体工事費（完成払）	 117,172万円
　　本体工事費（分離発注）	 7,780万円
　　工事監理費	 1,449万円
　　開院支援費	 141万円
　　建築支援費	 30万円
　　医療機器等備品費	 33,920万円
◆令和 9 年 7 月の開業を目指します。

令
和８年度
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規
事
業
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新
規
事
業
５
選

神山小学校屋内運動場建替事業
10億4,329万円

　　鉄筋コンクリート平屋建て　　　112,087m2
　　　工事請負費	 100,699万円
　　　工事監理費	 1,931万円
　　　既存解体設計委託料	 1,698万円

　　　ミニバスケットコート　２面・バドミントンコート　３面
　　　バレーボールコート（９人制１面・６人制２面・小学生２面）
　　　室内冷暖房空調　個別パッケージ　10基

機能別分団事業
256万円

　消防団が地域の特性や課題に応じた
具体的な機能を持ち、効率的・効果的に
災害に対応できる体制を構築するため、
機能別分団の発足を目指します。

高校生みらい応援給付金
1,800万円
　感受性の高い高校時代に、
多様な体験や多くの事柄への
チャレンジを支援することで、
未来を担い人材を育成するこ
とを目的に、高校生を扶養し
ている世帯に応援給付金を支
給する事業です。

地域おこし協力隊（空き家相談員）事業
199万円

　空き家に特化した取り組みを充実させ、空き家バンクの
リニューアル設計、移住者への情報提供やマッチングなど
専門分野としての活動を強化する事業です。

道路作業用重機購入事業
722万円

　草刈り用バックホー
を購入し作業軽減と効
率化を図り、道路の景
観形成維持と安心安
全な交通体制に寄与し
ます。

※イメージです
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特定地域づくり事業協同組合
支援事業

1,175万円　 

　「特定地域づくり事業」とは、人口減
少地域が特定地域事業を行う場合に、
県知事が一定の要件を満たすと認定
した時、労働者派遣事業を届け出のみ
で実施することを可能とするとともに、
財政措置を受けることができる制度で
す。本町においても、人材不足や担い
手不足等により経営力強化に不安を抱
える事業者への支援や、移住者・Uター
ン者等の帰省ハードルを下げ、地域活
性化に取り組む組織の設立と財政支援
を行う事業です。

産業振興支援事業
1,819万円　

　第一次産業の担い手確保対策として、（農業、漁業、林業）
資機材購入や施設整備に要する経費の一部を補助します。
　・資機材購入や施設整備
　・労働環境改善設備
　・スマート関連経費
　・省力化対策
　・生きがい支援（70歳以上が対象）

鳥獣害防止総合支援事業
1,446万円　

鳥獣被害対策実施隊事業
750万円　

　鳥獣による農作物被害対策のため、上段は捕獲と侵入防止
を講じる事業で、下段は鳥獣の生息状況及び被害発生時期の
調査、捕獲駆除、町内の巡回を行う事業です。

食の自立支援事業（配食事業）
3,853万円　

　諸々の事情により食事を作れない高齢者などに
栄養バランスの取れた食事を宅配し、併せて安否
確認も同時に行う事業です。

あ
な
た
が

　
　
知
り
た
い

商店街街路灯新設改修事業
6,182万円　
　根占地区商店街の街路灯を�
新設・改修する事業です。
　　諏訪上地区　10基
　　諏訪下通り　36基
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課　名 質　　疑　　内　　容 答　　　弁

経　済　課
アンモニアメッシュ購入費の全額補助はいかがなものか？ 自助努力もあるが限界以上は行政支援で対応
辺田地区のワイヤーメッシュ補修に関し地元との調整は？ 維持管理について検討協議を行い万全を図る
特用林産物出荷加工センター利用料の値上げ理由は何か？ 新たに保冷庫を整備したので電気料等の増額対応

建　設　課
道路作業用重機（バックホー）の活用方法は？ 町道、農道、林道、河川等の除草作業に対応予定
バックホーは自治会や集落内作業にも貸出できるのか？ 町からシルバーへの委託業務のみ対応可能
道路新設改良費の委託料 500 万は諏訪中線の設計委託料か？ 塩入横別府線の交差点協議等に資する設計委託料

教育振興課
高校存続事業費の一部と高校生みらい応援給付金の重複性は？ 使途の一部に重複を感じるも目的が異なるもの
授業料無償化で町外進学が進むが高校存続との矛盾はどうか？ 矛盾は感じるも町外進学、存続の双方を支援
神山小体育館建設場所の町道側石垣強度は大丈夫か？ 現設計では大丈夫だとの判断であるが再度確認へ

総　　括

高校生みらい応援給付金に公平性や扶助費としての必要性は？ 制度を十分検討し経費過重な高校生世帯を支援
上記給付金は扶助費であるが継続的な給付を考えるか？ 町長任期の間は続けたい
100 億弱の予算規模に加え、今後の町民要望を汲む予算規模は？ 本年度は町民生活に影響を及ぼさぬよう努める
自治体独自の扶助費執行は行政原理に基づく条例制定を勧める 要望事項のため答弁なし

予算審査特別委員会
津崎委員長

　令和８年度当初予算は、予算審査特別委員会が設置され、委員長に津崎淳子議員、
副委員長に肥後玄十議員が選任。３月３日から10日までの実質４日間で審査しました。

　以下は審査の中で出された意見、要望を抜粋したものです。
　真摯に検討し、予算の適正執行に努めていただきたい。未来につながる持続可
能な自治体を目指して議会も努力・協力してまいります。

こう見た！こう見た！

町民の安心・安全
な暮らしに寄与す
るため、公平で公
正な予算執行を！
　　　　　　田中

「�自治会単位から地区公民館単位への
支援を！」
　地区公民館育成事業に関し、人口減少下で自
治会単位での活動が困難な時代へ。
　諸々の活動で世代間交流を活発化し、地区公
民館単位での問題解決のための予算を求める。

松元

まだまだ無駄な予算が
多いと感じる。今と未
来のために力強い予算
編成を！

平瀬

「介護支援を手厚く！」
　介護支援に係る施策・予算をもう少し
手厚くできないか工夫して欲しい。

浪瀬

「高校生みらい応援給付金」
　子どもの進学に合わせ転出する
事例が多い町。地理的条件に左右
されず、誰もが平等に教育を受け
られる事業と考える。

大坪
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予算審査特別委員会（予算審議）より
課　名 質　　疑　　内　　容 答　　　弁

総務課

国勢調査結果で人口や道路延長等の増減で交付税の増減額は？ 総体的に増額で見込む
普通建設費を除いても増額予算であるが公共事業の先送りは？ 予算編成時に十分な協議をし建設費等を調整した
機能別分団員の募集状況や周知方法は？ 現在まで周知していない。今後の会議等で検討
被災者生活再建支援金の基金積立計画は？　 財政状況を見ながら可能な時期の実施を検討中

企画観光課

移住策、関係人口に係る事業は地方創生予算で取り組むべきでは？ 明確な線引きはない。自治体判断で今後検討する
ふるさと納税額の積算根拠は？　新たな取り組みがあるか？ 1億円を目標にするも予算は実績の７千万円とした
観光協会の大幅な運営体制の見直しとあるが、詳細は？ 1人体制から 3.5 人体制を見込み業務の多様化へ
夏祭り等のイベント開催を佐多地区でも計画して欲しい 各実行委員会と協議の上、実施に向けた検討へ

デジタル
推進課

ガバメントクラウドに係る経費は、毎年同程度が必要か？ 県内で経費削減の事例もある。経費削減に注力
窓口キャッシュレス事業の運用開始は？ 新年度の交付決定を待って夏頃を目途に運用開始

町民保健課
環境美化指導員事業の業務内容は？ 担当区の巡回や住民へのゴミ出し注意喚起など
予防接種事業（帯状疱疹）の年齢適用があるのか？ 定期外予防接種で、50 歳以上を対象にしている
国民健康保険基金の残高は大丈夫か、今後の見通しは？ 歳出抑制と保険事業の徹底を図り医療費削減へ

介護福祉課
介護タクシー通院等助成事業の制度内容は？ 在宅高齢者や身障者で常時車イスを使用する方が通院に

要する介護タクシー代の一部を助成

配食事業・シルバーは人件費アップも考慮しての増額予算か？ 物価高騰による食材、燃料費に加え人件費も含む
高校生みらい応援給付金は一律給付か、所得制限はないのか？ 高校生のいる世帯全てが対象。制度設計で再検討

総花的な政策が多く見受け
られ、今後増額が予想される
予算とみる。

水谷

「公平性と実効性を欠く」
　高校生みらい応援給付金事業に関
して、国の助成と重なり町財源を損
なう事業であり、具体的な制度設計
もなく実効性を欠くものである。

森田

「観光協会の運営充実を！」
　観光協会運営補助金に関して、大幅な運営体制の
見直しや収益事業への取り組みに期待する。

後藤

「南大隅高校存続の対策に
　　　　　　つながるのか」
　高校生みらい応援給付金事業は、
南大隅高校存続対策ともしている
が、高校生のいる家庭への給付が
その対策になるか疑問。

肥後

当初予算当初予算 議員は議員は

「財政の安定化へ！」
　財政の硬直化へつながる義務的経費の削減
を進め、人口・財政規模に応じた予算編成を
求める。

上之園
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南大隅町職員給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件　他３件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町一般会計補正予算（第 10 号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町診療所事業特別会計補正予算（第４号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第５号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算（第３号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町水道事業会計補正予算（第５号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ―

南大隅町高齢者支援センターの指定管理者の指定について議決を求める件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

南大隅町老人福祉センターの指定管理者の指定について議決を求める件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

南大隅町佐多岬ふれあいセンターの指定管理者の指定について議決を求める件 否　　決 × × × × × × × 〇 × × × ―

３月の議案審議結果　（令和８年２月27日・３月19日）

議　
案

令和７年度南大隅町一般会計補正予算（第 12 号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町診療所事業特別会計補正予算（第５号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第６号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算（第４号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町水道事業会計補正予算（第６号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町下水道事業会計補正予算（第３号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

請負契約（５災第 336 号道路災害復旧工事）の締結についての議決の一部変更について　他２件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

財産（はまゆう保育所）の無償貸付について議決を求める件　他１件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

南大隅町過疎地域持続的発展計画の変更について議決を求める件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

南大隅町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定の件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和８年度南大隅町一般会計予算について 原案可決 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和８年度南大隅町国民健康保険事業特別会計予算について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和８年度南大隅町診療所事業特別会計予算について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和８年度南大隅町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計予算について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和８年度南大隅町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計予算について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和８年度南大隅町後期高齢者医療事業特別会計予算について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和８年度南大隅町水道事業会計予算について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和８年度南大隅町下水道事業会計予算について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

同　
意

監査委員の選任について同意を求める件 同意可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

南大隅町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件　他３件 同意可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

南大隅町特用林産物出荷加工センター条例の一部を改正する条例制定の件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　
案

南大隅町半潜水型水中展望船待合所の指定管理者の指定について議決を求める件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

南大隅町漁船保全修理施設の指定管理者の指定について議決を求める件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

南大隅町過疎地域持続的発展計画の策定について議決を求める件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和７年度南大隅町一般会計補正予算（第 13 号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

私私のの判断判断
※議長は表決には加わりません。
※�議員個人に関係のある案件の場合、
表決には加わりません。

○…賛成、×…反対
欠…欠席、－…表決権なし

１月の議案審議結果　（令和８年１月９日・30日）

次のページで詳しく
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否　決
　
一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
執
行
機
関
に
疑
問
点
を
資
す
も
の
で
す
。

　
一
人
当
た
り
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
60
分
で
す
。
掲
載
内
容
は
質
問
者
自
身
が
要
約
し
、

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
校
正
し
た
も
の
で
す
。

本会議の様子を
YouTubeにて
配信中です

▼ チャンネル登録はこちら

指定管理 南大隅町佐多岬ふれあいセンターの��
指定管理者の指定について議決を求める件

　令和８年１月３０日提出された、
　議案第５２号　南大隅町佐多岬ふれあいセンターの指定管理者の指定
について議決を求める件は、同日、審議され、質疑の後、２名の反対
討論と、１名の賛成討論が行われた後、採決され、反対多数で否決さ
れました。
　その結果、同日提出されていた、議案第５３号　令和７年度南大隅町
一般会計補正予算（第１２号）は議案取下げとなりました。

佐
多
岬
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
再
開
の
行
方
は
…

　
町
民
か
ら
佐
多
岬
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
早
期
再
開
を
望
む
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
指
定
管
理
予
定
事
業
者
の
運
営
計

画
に
も
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
、
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
・
雇
用

創
出
に
不
可
欠
な
施
設
と
し
て
期
待
で
き
る
。

　
莫
大
な
資
金
を
要
す
る
事
業
を
十
分
な
調
査
や

説
明
も
な
く
、
議
論
も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
議
案

と
し
て
出
さ
れ
た
こ
と
に
疑
義
が
残
る
。
町
民
の

生
活
や
町
の
将
来
を
考
え
る
と
、
こ
の
議
案
は
リ

ス
ク
が
高
す
ぎ
る
。

　
住
民
か
ら
は
経
済
的
負
担
に
対
す
る
懸
念
の
声

や
ホ
テ
ル
再
開
よ
り
避
難
所
を
望
む
声
が
多
く
聞

か
れ
、
９
月
の
事
業
者
か
ら
の
説
明
も
抽
象
的
で

不
安
を
感
じ
た
。
住
民
に
十
分
に
説
明
し
、
意
見

を
聞
い
て
か
ら
の
判
断
で
も
遅
く
な
い
。

田中議員 平瀬議員

大坪議員

賛　
成

反　
対

私たちがそれぞれの
立場で討論しました

YouTube 用の二次元コード
から議員の発言の詳細が確認
できます

南大隅町議会 検　索

Pick up‼
３
月
会
議

９名が
登壇

般
質
問

一
町
政
を
問
う

←次のページから

佐多岬ふれあいセンター佐多岬ふれあいセンター
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松元 勇治  議員

詳しくは
YouTubeで

町の魅力度発信の
方法は

津崎 淳子  議員

詳しくは
YouTubeで

発生はないが、紛失等の� �
相談はある

町長町のホームページや 　SNS、
イベントで発信

マイナンバーカードの� �
トラブル等はあるのか

　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
―

ド
を
利
用
し
て
の
メ
リ

ッ
ト
は
。

　
　
　
　
各
種
窓
口
で
の
本
人

確
認
書
類
と
な
り
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
で
、
行

政
手
続
き
が
簡
略
化
さ
れ
、
各

種
証
明
が
コ
ン
ビ
ニ
等
で
取
得

で
き
る
。

　
　
　
　
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
町
民
の
利
便
性
も

良
く
な
り
、
職
員
の
仕
事
の
効

率
化
に
も
繋
が
る
。

　
　
　
　
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は

な
い
が
、
自
分
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証
と

し
て
使
用
で
き
る
か
の
確
認
の

問
い
合
せ
が
一
番
多
く
、
希
望

に
よ
り
、
紐
づ
け
し
て
利
用
可

能
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　

病
院
で
も
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
せ
ば
、
マ

イ
ナ
保
険
証
に
紐
づ
け
さ
れ
て

い
る
か
が
分
か
り
、
し
て
い
な

け
れ
ば
、
そ
の
場
で
登
録
で
き

る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
か
ら
、医
療・

薬
剤
情
報
な
ど
を
知
り
得
る
が
、

他
の
個
人
情
報
を
知
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の

情
報
を
利
用
し
て
、
昨
年
10
月

よ
り
マ
イ
ナ
救
急
が
施
行
、
実

証
運
行
さ
れ
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
救
急
と
は
、
救
急
隊

が
傷
病
者
の
マ
イ
ナ
保
険
証
を

活
用
し
て
、
通
院
歴
や
服
薬
情

報
等
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

救
急
活
動
や
搬
送
先
の
病
院
の

選
定
が
迅
速
に
で
き
、
素
早
い

搬
送
に
繋
が
る
。
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
も
厳
重
に
対
処
し

て
い
る
。
病
気
の
方
や
救
急
搬

送
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

保
険
証
は
、
か
か
せ
な
い
。

　
　
　
　
今
後
も
さ
ら
な
る
登

録
者
の
増
加
と
継
続
し

て
利
用
で
き
る
た
め
の
更
新
手

続
き
の
促
進
を
行
う
。
直
接
窓

口
に
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
へ

の
対
応
と
し
て
、
施
設
等
に
出

張
登
録
申
請
サ
ポ
ー
ト
も
引
き

続
き
積
極
的
に
行
う
。

　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
、
持
っ
て
い
る
だ

け
で
は
意
味
が
な
く
、
安
心
し

て
便
利
に
活
用
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
と
、
丁
寧
な
周
知
と
支

援
を
続
け
て
進
め
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
。　
　

議員課長議員課長

議員

町長議員

　
　
　
　
観
光
、
移
住
者
、
子

育
て
世
代
、
起
業
家
、

企
業
へ
の
発
信
は
。

　
　
　
　
移
住
、
定
住
フ
ェ
ア

な
ど
に
も
参
加
し
、
町

の
魅
力
を
説
明
し
、
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。

　
　
　
　
半
島
隅
く
じ
ら
元
気

市
の
今
後
の
展
開
は
。

議員町長議員

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
の
人

た
ち
が
、
発
信
力
を
持
っ
て
対

応
し
て
い
る
。
地
域
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

魅
力
発
信
を
引
き
続
き
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

 　
　

 
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま

え
、
展
開
に
向
け
検
討

　
　
　
　
２
年
ほ
ど
前
か
ら
移

動
販
売
車
に
予
算
を
つ

町
長議員

　
　
　
　
担
い
手
確
保
の
観
点

か
ら
も
移
動
型
商
店
街

買
物
支
援
実
証
事
業
の
結
果
を

踏
ま
え
、
協
力
隊
導
入
の
可
否

も
含
め
検
討
す
べ
き
。

　
　
　
　
町
の
魅
力
度
を
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

お
こ
し
協
力
隊
は
こ
の
町
の
魅

力
を
研
究
し
、
何
か
地
域
に
役

立
つ
た
め
の
手
段
を
考
え
る
と

町長議員

買
物
支
援
に
つ
い

て
、
き
め
細
や
か

な
対
応
を
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か

マ
イ
ナ
保
険
証
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

等
は
な
い
か

利
用
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
は

総務省消防庁のホームページより

町民一人　　　　ひとりの魅力度発信が郷土愛につな
がります 議員のひとり言 マイナ保険証があることで、迅速な救急

搬送に繋がります
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町の魅力度発信の
方法は

大坪 満寿子  議員

詳しくは
YouTubeで 農業振興策について

　
　
　
　
今
回
の
寒
波
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
状
況
と

今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
　
主
に
バ
レ
イ
シ
ョ
の
被

害
が
大
き
く
、３
０
８
２
万

円
の
被
害
額
。
現
在
、
被
害
作
物
の

樹
勢
回
復
に
使
用
し
た
液
体
肥
料
代

の
助
成
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
※
バ
レ
イ
シ
ョ
共
済

の
加
入
率
を
引
上
げ
る

た
め
に
も
掛
金
の
補
助
率
を
上

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
補
助
率
を
上
げ
て
も

増
え
な
い
現
状
が
あ
る
。

今
後
も
農
協
と
も
連
携
を
は
か

り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
な
ん
ぐ
う
バ
レ
イ
シ
ョ

へ
の
今
回
の
葉
面
散
布

助
成
は
農
家
に
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
。
農
業
は
本
町
の
基
幹
産

業
。
今
後
も
共
済
掛
金
の
推
進
、

被
害
回
復
対
策
の
助
成
等
の
継

続
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

※
バ
レ
イ
シ
ョ
共
済
と
は

　

�
天
候
不
順
等
で
収
量
が
減
っ

た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
制
度

　
　
　
　
町
を
含
め
、
国
・
県

の
全
体
の
流
れ
の
中
で

議
論
し
、
判
断
し
て
い
く
。

　
　
　
　
農
業
従
事
者
の
方
が

元
気
な
ら
、
地
域
が
活

性
化
し
、
所
得
向
上
に
繋
が
る
。

そ
の
た
め
の
施
策
実
現
を
。

　
　
　
　
景
観
整
備
も
観
光
振

興
の
重
要
な
要
素
と
認

識
し
て
い
る
。

　　
　
　
　
観
光
ル
ー
ト
景
観
整

備
委
託
事
業
は
県
道
68

号
線
沿
い
佐
多
方
面
だ
け
に
適

用
さ
れ
て
い
る
が
、
諏
訪
神
社

か
ら
雄
川
の
滝
区
間
は
整
備
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
佐
多
地
区
は
県
道
の

道
路
占
用
許
可
を
受
け
、

整
備
を
し
て
い
る
。
諏
訪
神
社

と
雄
川
の
滝
間
は
沿
道
の
所
有

者
等
の
調
査
が
必
要
な
の
で
、

即
答
で
き
な
い
。

　
　
　
　
観
光
ル
ー
ト
沿
い
の

放
棄
地
等
に
花
な
ど
を

植
え
、
管
理
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
周
辺
住
民
の
方
々
が

ス
マ
イ
ル
補
助
事
業
、

地
区
公
民
館
等
の
補
助
事
業
を

活
用
し
て
行
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
町
道
の
路
肩
な
ど
難
し
い

部
分
は
行
政
で
手
伝
え
る
。

　
　
　
　
更
な
る
観
光
振
興
の

た
め
、
地
域
の
安
全
の

た
め
、
そ
し
て
環
境
を
守
る
た

め
に
も
き
れ
い
な
町
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。
各
課
に
は
素
晴
ら
し

い
企
画
が
多
く
あ
る
。
今
後
の

連
携
に
期
待
す
る
。

議員町長議員町長議員

町長議員

町長議員課長

議員町長議員

資
材
等
の
値
上
が
り

に
対
す
る
助
成
は

町のホームページや 　SNS、
イベントで発信

町長各機関と議論し
判断していきたい

町長

議員のひとり言

　
　
　
　

今
年
度
の
反
省
点
、

課
題
を
整
理
し
、
集
客

力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ

う
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
の
も
う
一

つ
の
目
的
は
南
大
隅
町

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
来
訪

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
地
元

で
、
物
を
消
費
し
て
も
ら
い
、

食
事
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

町長議員

　

け
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
は
。

　
　
　

　
　
　
　
移
動
販
売
車
購
入
補

助
に
つ
い
て
は
手
を
上

げ
る
方
が
い
な
い
。

　
　
　
　
地
域
課
題
に
対
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

配
置
は
で
き
な
い
か
。

課長議員

思
う
。

　
担
い
手
不
足
に
な
っ
て
い
る

自
治
会
の
運
営
の
手
助
け
な
ど

し
て
も
ら
え
る
人
材
を
採
用
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

観
光
の
町
と
し
て

沿
道
の
景
観
を
ど

う
考
え
る
か

今の時代、訪れる観光客が SNS 等で
情報を拡散してくれる。 議員のひとり言 町民一人　　　　ひとりの魅力度発信が郷土愛につな

がります

２
月
に
行
わ
れ
た
元
気
市
の
チ
ラ
シ
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森田 重義  議員

詳しくは
YouTubeで

水谷 俊一  議員

詳しくは
YouTubeで

移住定住促進、関係人口
拡大、子育て支援の継続

町長特性に応じた防災体制
の重要性を再認識�

喫緊の課題とする「人口
減少対策」具体策は？

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
国
は
「
地

方
創
生
」
の
中
で
人
口

減
少
対
策
や
東
京
へ
の
一
極
集

中
の
是
正
、
つ
ま
り
、
地
方
か

ら
の
人
の
流
出
を
止
め
る
こ
と

を
主
眼
に
置
き
様
々
な
施
策
を

実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
昨

年
12
月
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
地

方
創
生
２
．
０
総
合
戦
略
」
で

は
、
人
口
減
少
及
び
東
京
へ
の

一
極
集
中
、
地
方
か
ら
の
人
口

の
流
出
は
止
め
ら
れ
な
い
と
言

っ
て
い
る
。
人
口
が
減
る
の
は

当
た
り
前
で
あ
り
、
人
口
が
減

っ
て
い
く
中
で
、
ど
の
様
に
住

民
の
基
本
的
な
生
活
や
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
経
済
成
長

を
促
し
て
い
く
か
を
考
え
る
べ

き
だ
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
、
※
関
係
人
口
を
生
か
し
、

都
市
と
地
方
の
間
で
、
人
、
物
、

技
術
の
交
流
、
分
野
を
超
え
た

新
た
な
結
び
つ
き
の
流
れ
を
つ

く
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
、
関
係
人
口

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る

か
伺
う
。

　
　
　
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、

町
と
多
様
に
関
わ
り
を

持
つ
関
係
人
口
は
、
地
域
の
課

題
解
決
や
地
域
活
性
化
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
は
じ
め
、
そ
の
先

の
移
住
定
住
に
つ
な
が
る
重
要

な
方
々
で
あ
り
、
関
係
人
口
の

創
出
、
拡
大
は
本
町
に
と
っ
て

も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
地
方
再
生
の
最
大
の

課
題
は
、
住
民
の
主
体

性
の
欠
如
だ
と
よ
く
言
わ
れ
て

い
る
。
地
域
再
生
を
す
る
中
で
、

関
係
人
口
と
さ
れ
る
、
都
会
に

住
み
な
が
ら
、
そ
こ
で
の
生
活

経
験
、
知
識
を
持
っ
て
、
南
大

隅
町
で
、
南
大
隅
に
足
り
な
い

部
分
を
補
い
な
が
ら
、
主
体
的

に
活
動
さ
れ
る
。
そ
こ
で
触
れ

合
っ
た
、
地
域
住
民
の
方
々
も
、

主
体
性
を
持
っ
て
ま
た
動
き
出

す
。
そ
ん
な
好
循
環
が
産
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
最

後
に
、
町
長
の
考
え
る
ふ
る
さ

と
住
民
登
録
制
度
と
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
伺
う
。

　
　
　
　
関
係
人
口
拡
大
創
出

事
業
な
ど
で
関
わ
り
が

で
き
て
い
る
方
々
を
当
該
制
度

の
登
録
に
つ
な
が
る
次
の
ス
テ

ッ
プ
へ
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
に
つ

な
げ
る
こ
と
で
、
関
係
人
口
と

し
て
可
視
化
で
き
、
二
地
域
居

住
や
移
住
定
住
に
つ
な
が
る
仕

組
み
が
可
能
と
考
え
る
。

　
　
　
　
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
移

住
定
住
の
み
で
な
く
、

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
を
活

用
し
二
地
域
居
住
を
促
進
し
関

係
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
。そ
の
方
々
か
ら
は「
ふ

る
さ
と
納
税
」
を
頂
き
、
返
礼

品
と
し
て
、
一
部
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
も

事
業
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

議員

町長

議員町長

議員

　
　
　
　
視
察
の
教
訓
を
ど
う

本
町
に
活
か
す
の
か
。

情
報
の
即
時
確
保
の
た
め
、
消

防
団
ア
プ
リ
の
導
入
で
共
有
体

制
を
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

議員

　
　
　
　
団
員
の
高
齢
化
減
少

が
深
刻
だ
。
冠
水
検
知

器
等
の
導
入
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
で
危
険
箇
所
の
見
回
り
負

担
を
軽
減
で
き
な
い
か
。

議員

　
　
　
　
提
案
さ
れ
た
「
機
能

別
分
団
」
の
具
体
的
な

運
用
に
お
い
て
、
自
治
会
や
地

域
づ
く
り
団
体
と
ど
の
よ
う
に

連
携
・
協
働
体
制
を
築
く
の
か

を
整
理
し
実
効
性
の
あ
る
防
災

力
強
化
に
つ
な
が
る
制
度
設
計

を
求
め
る
。

議員

　
　
　
　
限
ら
れ
た
予
算
を
ど

う
使
う
の
か
。
本
町
の

現
状
に
即
し
た
指
令
車
車
両
の

選
定
や
、
配
置
状
況
に
あ
わ
せ
、

タ
ン
ク
車
等
の
配
備
な
ど
、
防

災
体
制
の
強
化
を
優
先
す
べ
き
。

　
　
　
　
国
の
支
援
制
度
が
五

年
間
延
長
す
る
こ
と
と

議員町長

能
登
視
察
の
教
訓

と
情
報
の
即
時
性

※
関
係
人
口
と
は

　
�

町
や
そ
こ
で
暮
ら
す
町
民
と

様
々
な
形
で
、
継
続
的
に
関

わ
る
、
町
外
の
人
々
の
こ
と

デ
ジ
タ
ル
活
用
に

よ
る
団
員
の
負
担

軽
減

機
能
別
分
団
の
新

設
と
運
用
方
法

効
率
的
な
予
算
執

行
と
優
先
順
位

議員のひとり言 重要なことは、残りたい、戻りたい、行
ってみたいと思えるまちづくり視察を成果　　に！知見を実効性のあるまちづくりに。
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能登の教訓を本町の
力に！

後藤 道子  議員

詳しくは
YouTubeで 福祉政策について

　
　
　
　
本
町
独
自
の
施
策
を

構
築
す
る
た
め
に
、
町

民
の
声
や
地
域
の
実
情
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
、
施
策
へ
反
映

し
て
い
く
考
え
か
。

　
　
　
　

介
護
福
祉
課
で
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
生
活
実
態
や
介

護
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
調
査
を

実
施
し
、
現
在
集
計
を
進
め
て

い
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
推
進
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
す
る
。

　
　
　
　
今
後
重
点
的
に
取
り

組
む
福
祉
分
野
は
ど
こ

に
あ
る
と
考
え
る
か
。

　
　
　
　
日
常
生
活
の
支
援
を

重
点
的
に
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
本
町
の
人
口
減
少
は

今
後
も
続
く
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
を
将
来
に
亘
っ
て
維
持

で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
維
持
し
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

　　
　
　
　
本
町
の
女
性
管
理
職

の
登
用
の
状
況
は
20
％
、

各
種
審
議
会
等
に
お
い
て
は
、

50
％
以
上
の
審
議
会
も
あ
る
。

　
　
　
　
令
和
７
年
12
月
の
一

般
質
問
で
、
審
議
会
へ

の
女
性
参
画
に
つ
い
て
、
総
合
振

興
計
画
で
は
令
和
5
年
度
37
．
６

％
か
ら
令
和
11
年
度
50
．
４
％
へ

と
促
進
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
防
災
会
議
に
女
性
が
い
な

か
っ
た
が
、
２
月
に
開
催
さ
れ
た

結
果
を
伺
う
。

　
　
　
　
２
月
に
防
災
会
議
を

行
い
３
名
の
参
加
を
い

た
だ
い
た
。

　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
を
改
訂
さ
れ
る
と

の
こ
と
だ
が
内
容
は
。

　
　
　
　
平
成
28
年
４
月
に
作

成
し
た
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
に
つ
い
て
、
国
、
県

の
動
向
や
こ
れ
ま
で
の
課
題
や

成
果
、
社
会
変
化
や
意
識
調
査

を
踏
ま
え
、
地
域
・
企
業
・
住

民
と
連
携
し
な
が
ら
男
女
が
共

に
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
、
計
画
を
改
訂
す
る
。

　
　
　
　
人
口
減
少
が
進
む
本

町
で
は
、
男
女
が
共
に

地
域
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
が

重
要
。
計
画
は
実
効
性
あ
る
見

直
し
と
し
、
条
例
制
定
の
実
現

を
期
待
す
る
。

議員町長議員

町長議員町長

町長議員町長

議員町長議員

男
女
共
同
参
画
推
進
の

進
捗
状
況
を
伺
う

特性に応じた防災体制
の重要性を再認識�

町長本町独自の必要な施策を
構築する考え

町長

議員のひとり言

　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
導
入
は
団
員
の

安
全
確
保
と
負
担
軽
減
に
有
効
。

現
場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
導
入

の
協
議
を
し
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

町長

　
　
　
　

特
定
の
役
割
を
担
う

消
防
団
Ｏ
Ｂ
分
団
の
新

設
に
よ
り
、
初
期
消
火
等
に
対
す

る
後
方
支
援
で
実
効
性
を
高
め
る
。

町長

な
り
、
防
災
対
策
に
必
要
な
活

用
を
計
画
し
行
う
。
タ
ン
ク
車

等
の
配
備
は
今
後
の
検
討
課
題

と
し
て
考
え
る
。

　
　
　
　
視
察
結
果
を
訓
練
計

画
に
反
映
さ
せ
る
。
迅

速
な
情
報
伝
達
と
共
有
の
仕
組

み
を
検
討
す
る
。

町長

消防団アプリ活用
（イメージ写真）
【自治体通信より】

内水氾濫による被害
【根占地区】

（諏訪下公民館まえ）

東京消防庁（HPより）

横浜消防局（Xより）

〈議員提言〉

議員のひとり言 視察を成果　　に！知見を実効性のあるまちづくりに。誰もが安心して暮らせる町にしたいなあ

ねじめ温泉・ネッピー館利用券と
して使えるほか、はり・きゅう券
やタクシー利用券など、なんたん
カードで利用できる行政サービス
も増えてきている

なんたんカード
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平瀬 十助  議員

詳しくは
YouTubeで

公約の達成状況の
自己評価は

肥後 玄十  議員

詳しくは
YouTubeで

持続可能なまちづ
くりに努めている

自主財源確保への具体的
な取り組みとは

　
　
　
　
昨
年
６
月
の
一
般
質

問
で
も
提
案
し
た
が
、

「
町
の
営
業
マ
ン
」
の
よ
う
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
事
業
者
同
士
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　
　
今
の
職
員
数
で
は
厳

し
い
が
、
そ
う
い
う
志

を
持
っ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
募
集
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。

　
　
　
　
移
住
に
力
を
い
れ
た

い
と
の
こ
と
だ
が
、
例

え
ば
、
本
町
に
移
住
す
れ
ば
こ

う
い
う
稼
げ
る
サ
ポ
ー
ト
が
あ

る
か
ら
自
分
の
事
業
も
安
定
す

る
と
い
う
こ
と
が
ア
ピ
ー
ル
で

き
れ
ば
移
住
者
も
増
え
る
要
因

の
１
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
「
す
み
ず
み
み
な
み

お
お
す
み
」
で
、
す
み

っ
こ
留
学
と
い
う
農
業
提
供
の

メ
ニ
ュ
ー
等
も
あ
る
の
で
、
移

住
定
住
に
関
し
て
は
そ
ち
ら
を

活
用
す
る
こ
と
を
す
す
め
て
い

る
。

　
　
　
　
全
国
で
み
る
と
地
方

交
付
税
不
交
付
の
自
治

体
も
あ
る
が
、
本
町
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
令
和
８
年
度
の
当
初

予
算
の
歳
入
に
占
め
る

自
主
財
源
は
20
．
２
％
で
あ
る
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

が
自
前
で
稼
ぐ
こ
と
が
１
番
重

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
「
地
方
創
生
２
．
０
」

の
記
載
に
、
稼
げ
る
地

方
・
稼
げ
る
経
済
の
創
出
と
あ

る
。
県
の
見
本
に
な
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
。　

　
　

 　
　

 

現
状
の
ま
ま
埋
設
等

で
処
理
し
て
い
く

　
　
　
　
埋
設
す
る
に
も
い
ず

れ
限
界
が
く
る
と
考
え

る
。
本
町
に
は
ジ
ビ
エ
料
理
屋

や
加
工
場
等
が
あ
る
わ
け
で
も

な
い
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
　
食
用
と
す
る
に
し
て

も
、
捕
獲
後
１
時
間
以

内
の
処
理
等
、
衛
生
的
な
要
件

も
あ
り
、
精
肉
と
し
て
販
売
す

る
よ
り
も
捕
獲
費
用
を
上
げ
て

ほ
し
い
と
い
っ
た
意
見
が
多
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　
　
　
　
捕
獲
後
の
イ
ノ
シ
シ

と
鶏
糞
を
使
用
し
て
、

肥
料
化
の
試
験
を
し
て
い
る
企

業
が
あ
る
。
肥
料
化
が
う
ま
く

い
け
ば
、
本
町
の
一
助
に
も
な

る
の
で
は
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

　
　
　
　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
後

の
処
理
は
猟
友
会
も
非

常
に
苦
慮
し
て
い
る
。
実
績
の

あ
る
先
進
事
例
が
あ
れ
ば
、
皆

さ
ん
と
協
議
し
た
中
で
取
り
組

め
れ
ば
と
考
え
る
。

議員町長議員

町長議員町長議員

町
長議員町長

議員町長

　
　
　
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

げ
る
総
合
振
興
政
策
か

ら
、
根
占
新
港
整
備
、
漁
港
・

商
港
分
離
に
つ
い
て
、
現
在
の

進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
県
か
ら
も
事
業
の
基

本
と
な
る
計
画
を
作
成

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
承
認
を

得
ら
れ
た
。
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
も
、
県
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

議員町長

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県
、

国
へ
の
更
な
る
働
き
か
け
は
。

　
　
　
　
ま
だ
計
画
段
階
で
あ

り
、
実
施
に
向
け
て
ス

タ
ー
ト
す
る
ま
で
に
は
、
な
す

べ
き
課
題
が
様
々
あ
る
が
、
地

域
住
民
の
総
意
で
、
事
業
が
円

滑
に
実
施
段
階
に
進
む
こ
と
を

願
い
つ
つ
、
き
っ
ち
り
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

町長

 　
　

 
町
民
の
た
め
の
対
策

は
行
っ
て
い
く
考
え

　
　
　
　
す
ぐ
に
価
格
に
転
嫁

で
き
な
い
業
種
、
例
え

ば
、
船
を
動
か
す
業
種
や
運
送

町
長議員

定
だ
が
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え

た
上
で
対
応
し
て
い
く
考
え
。

　
　
　
　
今
年
度
１
０
０
億
近

く
の
予
算
を
計
上
し
て

い
る
が
、
財
源
は
大
丈
夫
か
。

　
　
　
　

神
山
小
体
育
館
が

10
億
４
千
万
、
肝
属
郡

医
師
会
立
病
院
が
16
億
と
突
出

し
て
い
る
が
、
他
に
つ
い
て
は

議員町長

原
油
価
格
上
昇
を

踏
ま
え
た
本
年
度

の
支
援
予
定
は

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
後

の
処
理
は
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か

支援の拡充で安定した� �
経営の下支えをする

町長

議員のひとり言 一目置かれるような町独自の「稼ぐ力」
の政策がないと…。ひとつひと　　つを大切に。ひとりひとりを大切に。
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公約の達成状況の
自己評価は

田中 明郎  議員

詳しくは
YouTubeで

現在までのふるさと納税
の取り組みについて

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
取

り
組
み
、
返
礼
品
や
事

業
者
の
数
は
。

　
　
　
　
中
間
事
業
者
と
連
携

し
、
も
の
づ
く
り
の
提

案
や
制
作
ニ
ー
ズ
に
合
う
商
品

の
確
立
を
進
め
、
持
続
・
安
定

的
な
寄
付
額
の
確
保
が
可
能
と

考
え
て
い
る
。
６
年
度
の
返
礼

品
の
数
は
３
２
７
、
事
業
者
数

は
56
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
金

額
・
返
礼
品
の
目
標
設

定
は
。

　
　
　
　
町
内
産
の
品
物
を
有

効
活
用
し
、
一
億
円
を

目
指
し
て
い
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
、

新
た
な
返
礼
品
の
開
発

計
画
は
。

　
　
　
　
中
間
事
業
者
と
連
携

し
、
も
の
づ
く
り
の
提

案
や
セ
ッ
ト
商
品
、
ニ
ー
ズ
に

合
う
返
礼
品
の
検
討
を
積
極
的

に
行
い
、
主
力
と
な
る
商
品
の

確
立
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
牛
肉
表
示
不
正
に
つ

い
て
、
担
当
課
と
し
て

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
　
本
町
で
は
直
接
の
取

引
は
な
い
。
担
当
者
で

調
査
中
。

　
　
　
　
事
業
所
が
新
た
に
商

品
開
発
に
取
り
組
む
際
、

建
物
や
機
材
の
資
金
な
ど
開
発

事
業
者
に
支
援
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　
　
　
　
店
舗
改
修
や
機
材
の

更
新
は
、
施
設
等
支
援

事
業
で
対
応
で
き
る
。

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
町

民
に
ど
の
よ
う
に
還
元

さ
れ
た
か
。　

　
　
　
　
農
業
振
興
の
入
植
促

進
事
業
・
定
住
促
進
住

宅
取
得
資
金
補
助
金
等
に
充
て

て
い
る
。

 　
　

 

無
償
化
も
含
め
検
討

す
る

　
　
　
　
南
大
隅
町
健
康
増
進

計
画
の
推
進
に
よ
り
、

町
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

　
　
　
　
各
種
の
健
康
増
進
対

策
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
健
康
意
識
に
つ
い
て
は
数

値
等
を
検
証
し
て
い
く
。

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
て
各
種
検
診
の
受

診
率
の
向
上
・
早
期
発
見
・
早

期
治
療
で
医
療
費
の
削
減
に
つ

な
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
早
期
発
見
、
早
期
治

療
は
重
要
で
、
個
人
負

担
割
合
や
無
償
化
も
含
め
、
今

後
物
価
に
よ
る
経
済
の
動
向
も

踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　
町
民
の
検
診
率
の
向

上
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
で
医
療
費
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

議員町長議員町長

町長議員課長議員課長

議員町長町
長議員

町長議員町長議員

ガ
ン
検
診
の
個
人

負
担
額
を
無
償
に

持続可能なまちづ
くりに努めている

町長返礼品を積極的に進めて
納税金額 1億円目標

町長

議員のひとり言議員のひとり言

受
け
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
根
占
港
は
商
港
で
あ

り
、
こ
れ
だ
け
混
雑
し

た
港
は
な
い
。
そ
う
い
う
中
で
、

県
も
調
査
に
入
り
、
現
港
を
漁

港
と
し
、
商
港
を
作
る
根
占
新

港
整
備
計
画
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
こ
の
計
画
は
町
の
経

済
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
事
業

で
あ
り
、
町
長
が
レ
ー
ル
を
敷

議員

業
、
ボ
イ
ラ
ー
を
焚
く
業
種
の

方
に
と
っ
て
は
、
燃
油
が
上
が

れ
ば
、
事
業
継
続
も
難
し
い
。

町
も
危
機
感
を
持
っ
て
経
済
の

下
支
え
を
す
る
べ
き
。
対
応
策

は
。

　
　
　
　
バ
ス
事
業
者
、
運
送

業
者
等
へ
は
、
こ
れ
ま

で
町
と
し
て
の
支
援
は
な
か
っ

た
の
で
、
具
体
的
な
方
法
は
未

町長

従
来
と
変
わ
ら
ず
、
全
体
と
し

て
は
絞
っ
た
予
算
。
財
源
と
し

て
は
病
院
が
、
30
年
元
利
均
等

払
い
の
起
債
、
小
学
校
体
育
館

は
国
庫
補
助
と
教
育
関
係
の
有

利
な
起
債
を
活
用
す
る
。
長
期

的
に
見
て
大
き
な
物
件
は
今
が

ピ
ー
ク
で
、
財
政
的
に
も
成
り

立
つ
と
い
う
判
断
。

混雑する根占港の様子

議員

ひとつひと　　つを大切に。ひとりひとりを大切に。ふるさと納税の恩恵を町民に還元できれば
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令
和
８
年
３
月
23
日
、
大
崎
町
議
会
改
革
等
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
研
修
視

察
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
は「
通
年
議
会
」に
関
す
る
も
の
で
、
南
大
隅
町
議
会
は
鹿
児
島
県

内
で
唯
一
、
平
成
25
年
度
か
ら
こ
の
通
年
会
期
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

木
佐
貫
議
長
の
歓
迎
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
水
谷
議
会
運
営
委
員
長
か
ら
、
議
会

の
概
要
や
通
年
議
会
に
つ
い
て
、
導
入
経
過
や
内
容
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
崎
町
の
委
員
の
方
々
か
ら
も
、
通
年
議
会
の
具
体
的
な
内
容
や
年
間
の

流
れ
、
導
入
時
の
町
民
の
反
応
、
定
数（
現
在
12
名
）に
関
す
る
考
え
方
な
ど
、
多

く
の
質
疑
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
が
大
崎
町
議
会
の「
通
年
議
会
導
入
」に
向
け
て
の
取
り
組
み
の
一
助
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

鹿
児
島
市
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
鹿
児
島
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
研
修
会
及
び

町
独
自
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

〇
１
日
目（
令
和
８
年
１
月
20
日
）

　

▼「
新
し
い
知
見
で
自
然
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
」

　
　

講
師　

危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

国
崎
信
江　

氏

　

�　

被
災
地
の
最
前
線
で
の
支
援
活
動
の
経
験
か
ら
避
難
所
で
の
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の

受
入
れ
体
制
の
不
備
や
家
屋
の
耐
震
化
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

▼「
新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
」～
主
体
性
と
当
事
者
性
～

　
　

講
師　

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

工
藤
勇
一　

氏

　

�　

不
登
校
と
自
殺
の
多
い
日
本
の
教
育
の
問
題
点
、
子
ど
も
た
ち
に
主
体
性
、
当
事

者
性
、
幸
福
感
、
自
己
肯
定
感
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

〇
２
日
目（
令
和
８
年
１
月
21
日
）

　

▼�「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
拓
く
地
域
の
未
来
～
求
め

ら
れ
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
解
消
と
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
～
」�

�

講
師　

ぐ
う
て
ら
す　

印
南　

百
合
子　

氏�
�

�　

無
意
識
の
う
ち
に
つ
く
ら
れ
た
偏
見
や
思
い
込

み（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
）が
、
生
き
づ
ら

さ
や
格
差
を
生
じ
さ
せ
、
能
力
発
揮
を
阻
害
す
る

要
因
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
や
組
織
の
改
革
と
、

ひ
と
り
一
人
の
意
識
改
革
が
両
輪
で
必
要
だ
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

 「
通
年
議
会
」
と
は
… 

　

議
会
の
会
期
を
１
年
と
し
、
年
間
を

通
じ
、
議
会
の
判
断
で
必
要
に
応
じ
て

会
議
を
開
け
る
制
度
で
す
。

　

本
町
で
は
条
例
で
、
定
例
会
の
回
数

を
年
１
回
、
会
期
を
４
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
約
１
年
と
定
め
る
こ
と
で
、

形
式
的
に
一
つ
の
定
例
会
が
ず
っ
と
継

続
し
て
い
る
状
態
を
作
り
出
し
、
議
会

を
い
つ
で
も
再
開
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

学
ん
で
活
か
す
～
全
議
員
研
修
～

「
通
年
議
会
」
に
つ
い
て
の
研
修
視
察
を
受
け
入
れ

ハラスメントについての気づきにもつながりましたハラスメントについての気づきにもつながりました

大崎町議会からは９名が来庁大崎町議会からは９名が来庁
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所管事務調査報告
『
開
か
れ
た
、
よ
り
強
い
議
会
へ
』

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
信
頼
さ
れ
る

議
会
を
目
指
し
、
１
月
26
～
27
日
に
先
進
地
で
あ
る
福
岡
県
添
田
町
議
会
、

大
刀
洗
町
議
会
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
得
た
知
見
を
活
か
し
、以
下
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
　『
妥
協
し
な
い
』
議
会
だ
よ
り
へ

　

添
田
町
議
会
で
は
発
行
ま
で
５
〜
６
回
の
編
集
会
議
を
重
ね
、
内
容
を

徹
底
的
に
磨
き
上
げ
て
い
ま
す
。
本
町
議
会
も
『
公
平
中
立
』
を
堅
持
し
つ

つ
、毎
年
編
集
方
針
を
見
直
す
仕
組
み
を
作
り
、町
民
の
皆
さ
ん
に
『
届
く
』

紙
面
づ
く
り
を
追
求
し
ま
す
。

２
　
皆
さ
ん
の
声
を
直
接
聴
く
場
を
広
げ
ま
す

　

民
生
委
員
、
消
防
団
、
公
民
館
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
多
様
な
団
体
の
皆
さ
ん

の
も
と
へ
議
員
が
直
接
伺
う
『
出
前
型
』
の
意
見
交
換
会
を
強
化
し
ま
す
。

い
た
だ
い
た
声
は
単
な
る
記
録
に
留
め
ず
必
ず
特
集
ペ
ー
ジ
等
で
回
答
・
報

告
し
ま
す
。

３
　『
言
い
っ
ぱ
な
し
』
を
許
さ
な
い
監
視
体
制

　

大
刀
洗
町
議
会
の
事
例
を
参
考
に
、行
政
が
議
場
で
言
っ
た
『
検
討
す
る
』

と
い
う
答
弁
を
リ
ス
ト
化
し
、
そ
の
後
の
進
捗
を
厳
格
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕

組
み
や
、
議
決
前
に
議
員
同
士
で
議
論
を
し
て
、
最
善
の
決
断
を
下
す
仕
組

み
等
を
整
え
る
こ
と
を
議
会
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
を
『
単
な
る
視
察
』
で
終
わ
ら
せ
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
行
政
の
『
検
討
す
る
』
と
い
う
答
弁
を
放
置
し
な
い
仕
組
み
づ
く
り
は

本
議
会
の
透
明
性
と
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に
急
務
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　

議
会
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
代
表
で
あ
り
、
常
に
そ
の
期
待
に
応
え
続
け
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
掲
げ
た
提
言
を
一
つ
ひ
と
つ
着
実
に
実
行
に
移
し
、
よ
り
頼
り
に
な
る

議
会
を
築
き
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会　

後
藤
道
子
委
員
長

先進事例を学びつつ、闊
かっ

達
たつ

な意見交換を行いました

▶添田町議会は第 39 回
町村議会広報コンクール
において優良賞に輝いた

添田町議会での研修の様子添田町議会での研修の様子

▶�大刀洗町議会は同コン
クールで最優秀賞

（全国１位！！）
大刀洗町議会での研修の様子大刀洗町議会での研修の様子
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編

後
集

記

　

佐
多
で
は
、
春
を
告
げ
る
御
崎
祭
り
が
２
月

14
・
15
日
に
行
わ
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

佐
多
岬
に
あ
る
御
崎
神
社
の
妹
神
が
郡
の
近
津
宮

神
社
の
姉
神
様
に
新
年
の
あ
い
さ
つ
に
行
く
と
さ

れ
る
祭
り
で
、
鉾
・
傘
・
神
輿
が
七
浦
（
田
尻
・

大
泊
・
外
之
浦
・
間
泊
・
竹
之
浦
・
古
里
・
坂
元
）

を
巡
り
、
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
れ
ま
で
は
車
で
の
移
動
で
し

た
が
、
一
日
目
は
、
数
年
ぶ
り
に
大
泊
の
海
岸
で

浜
下
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
日
目
は
鉾
・
神
輿
・

傘
が
参
道
を
上
が
り
、
近
津
宮
神
社
の
姉
神
と
再

会
さ
れ
ま
し
た
。
境
内
で
は
打
ち
植
え
祭
り
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
会
議
で
は
、
町
長
か
ら
令
和
８
年
度
施
政

方
針
が
示
さ
れ
、
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
、
一
般

会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
案
等
が
提
案
さ
れ
、

慎
重
に
審
議
を
重
ね
た
結
果
、可
決
と
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
肝
属
郡
医
師
会
立
病
院
建
設
、
神

山
小
学
校
体
育
館
建
設
等
に
よ
り
一
般
会
計
予
算

額
が
例
年
よ
り
多
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
で
町
民
生
活
に
も
支
障
を
き
た
し
て

い
ま
す
。
安
心
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
願
い
つ

つ
、
皆
様
の
声
を
町
政
に
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

田
中　

明
郎

〔
発
行
責
任
者
〕

　
　
議
　
　
長
　
木
佐
貫
徳
和

〔
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
〕

　
　
委  

員  

長
　
後
藤
　
道
子

　
　
副
委
員
長
　
水
谷
　
俊
一

　
　
委
　
　
員
　
肥
後
　
玄
十

　
　
委
　
　
員
　
上
之
園
健
三

　
　
委
　
　
員
　
田
中
　
明
郎

　
　
委
　
　
員
　
松
元
　
勇
治

６
月
９
・
10
・
17
日
に
開
催
予
定
で
す
。

議
会
傍
聴
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】 �

南
大
隅
町
議
会
事
務
局 

☎
０
９
９
４－

24－

３
１
４
１

〔
次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ
〕

ご意見・ご感想をお寄せください。
下記の二次元コード
を読み取りアンケート 
フォームにお進みく
ださい

回答締切：５月31日

議会だより

読者アンケート

【アンケートはこちらから】
スマートフォンから手軽に回答できます

　議会だよりを手に取ってくださり、ありがとうございます。
　町民の皆様に分かりやすく、読みやすく、親しまれる「議会だより」
になるように改善していくための読者アンケートを実施しています。
　頂戴したご意見、ご感想を今後の議会だよりづくりに生かしていき
ますので、どうぞ、ご協力をお願いします。

　
表
紙
は
去
る
４
月
26
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
議
会
報
告
会
の
様
子
で
す
。

根
占
会
場
、
佐
多
会
場
そ
れ
ぞ
れ
、

お
越
し
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
報
告
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は

改
め
て
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

表
紙
の
ウ
ラ
側

研修視察の結果を受け、見開き１ページで紙面の中央部分まで有効活用できるよう
今号から紙面にパンチ穴を開けておりません。ご了承ください。
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